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１年のたたかいのスタートは春闘から

総務部長と交渉を実施

賃金改正 組合

と十分な交渉及び協議を行うこと

人事院勧告に伴う給与改定等 国、県に準じた対応を図っていく

キャリアロス制度

見直しする際には、組

合との協議を求める

より良い制度の運用に向け

て、組合と協議を行う

今年の夏には必ずポロシャツの導入を求める 導入

が難しい場合は卓上ファンの使用や遮光フィルムの整備などを検討し、実施を求める。

今年の夏の導入は難しい

組合提案の卓上ファンなどの使用について、今後検討し

ていく

保健所は休暇が取れない状況 どのように改善していくのか

職員の中で感染者が発生した場合にどのような対応するのか

部局内の応援体制を取っていく

事業は停止、縮小 新型インフルエンザ計画に基づいた対

応

パワーハラスメント

パワハラ

撲滅に取り組んでもらいたい。

今後、組合と情報共有し、対応していく
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職場のパワーハラスメント（パワハラ）防止を義務付ける関連法が公布

行ってはならない」と明

記

その定義や事業者にパワーハラスメント防止措置を義務付けることを規定します。

私たち公務職場においてもパワハラ防止措置が講じらていくので、市職労とし

てもしっかりチェックしていきます。 

 

  

 福井市＝基礎自治体の窓口業務の課題や問題点

大嶋副執行委員長 国会質問案に意見

 申請・審査業務の頻雑さ、感染拡大のおそれ、 早急な一律交付

 臨時国会 立憲民主党の枝野代表

 事務の簡素化

 10 万円の一律給付

 自治体の事務負担、それに伴う人員確保

 


